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２００８年９月２１日





合宿以後、会報「シャンテ」の再開となります。これまでのご担当の方のご尽力に感謝しますとともに、これからの会報の発行にさらにご支援、ご指導をお願いいたします。


新たな担当者としましては、本団の経歴も浅く、何かと不行き届きな点、皆様にはお感じになると思いますが、その点も含めまして、ご意見をくださいますと幸いです。


　さて、定例発行を心がけるわけですが、なにぶん未熟ですので、なるべく皆さんの声を集約して報告する形をとりたいと考えます。そこで、できるだけ皆さんからの原稿を頂戴したく、お願いしつつ、下記のように担当者のＥメールアドレスをお知らせします。





　　以上のようなお話をしてくださったと思います。


８月２２日に東京混声の演奏会があり、北原白秋・山田耕作の「からたちの花」が演奏されて、そのとき「この歌は、１番から２番と歌詞が変わっていくと、主旋律もみな少ずつ違えて作曲されている。」と説明を聞きました。聞きなれた曲だったのにあらためてなるほどと思います。


歌詞と旋律がともに支えあっているのがいい歌唱曲だということでしょう。今後もいい音楽を歌っていきたいですね。


　　さて次の目標は２００９年７月１９日（日）定期演奏会。山田先生のご講話を肝に刻み、貞松先生のご指導のもと、がんばりたいと思います。





２００８年度　合宿担当から


　今回参加していただいた皆様、ありがとうございます。全日程参加４０名、２日目からは合流の方が入って６０名余りという参加をいただきまして感謝しています。


　今回の合宿は、今までの「演奏会に向けての強化合宿」という色を若干変えて、親睦の意義を深めるという趣旨で進めることになりました。担当をおおせつかった者としては、正直「こりゃ大変だ。」という感は否めませんでした。


　これまでのような強化合宿を進めるならば、すべての日程を練習一本で固め、中身は指揮者先生にお任せすればいいという、かえって気楽に構えることもできる面もあるのです。無論過去の合宿を企画運営された役員や担当の皆様がそうだったという意味ではありません。


　しかし、今回は秋の行楽を兼ねてという趣旨で、親睦向上のいろをつける運営となりました。初日の夕食がＢＢＱパーティになったのもその趣旨からです。さて、その企画で、何人の皆さんが参加されるか実に心配でしたが、前記のような参加率となり、正直ほっとしています。


　昨年９月から４月の東混演奏会にむけて、例年の定期演奏会をとりやめて難曲に取り組み、結果としてわが団の実力が向上してきたことを実感しておられるのは皆さんではないでしょうか。


　たとえば「蔵王」・「土の歌」を再度歌う機会があれば、昨年の定期演奏会のときの感動を超えた充実感があるはずです。


　歌唱力や演奏技術の向上には終わりはありませんから、その練習はおろそかに


にはできませんが、さらに団員相互のつながりや交流からの演奏の質的な向上、メンタルなハーモニーとでも言うのでしょうか、そういうものを高めていくこと





がこれから大切になってきているように誰しも感じておられると考えます。


今回の合宿、わずか二日間の取り組みで、ＢＢＱや夜の懇親会での交流で、いっそうの団の演奏力の向上に役立つかどうか不安ではありますが、楽しんでいただければと考えています。





９月６日（土）の合唱クリニック、ならびに７日（日）のコーラスフェスティバルから早くもひと月が経過しようとしています。東京混声山田茂先生から教わることが多かった両日でした。


さて、７日（日）の、打ち上げ会では山田先生は、全参加団体のステージの講評を、時間を延長してまで話したいとおっしゃってくださいまして、我が団も貞松先生・井関先生・団長など、数名でしたがそのお話を承りました。


メモ書きから皆さんにそのお話の概要をお伝えしたく思います。


先生は４点について述べられました。


①　言葉（歌詞）を愛してください。とんだばやし混声は今後、「母音の変化」に気をつけてください。


②　ハーモニーを愛してください。互いのパートの動きを聞きあってください。


ピアノ（楽器の）の音の動きを愛してください。（ピアノは単なる伴奏ではなく、ひとつのパートとして歌っている。つまりソプラノ・アルト・テノール・バス・ピアノという演奏であるという意味でしょう。）


④　自分の声を愛してください。





　　　　　　　　　　１００６ｆｍｈｉｙ＠ｊｃｏｍ．ｚａｑ．ｎｅ．ｊｐ


団関係者の皆様、経歴・役割のいかんにかかわらず、投稿をお願い申し上げます。


なお、上記メールへのアクセスにあたり、投稿者のメールアドレスについては守秘義務を保ち、また原稿は本団会報への転載以外の目的には流用しないことをお約束申し上げます。











